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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
平成28年度
第３四半期連結
累計期間

平成29年度
第３四半期連結
累計期間

平成28年度

会計期間

自平成28年
　４月１日
至平成28年
　12月31日

自平成29年
　４月１日
至平成29年
　12月31日

自平成28年
　４月１日
至平成29年
　３月31日

売上高 （百万円） 91,614 103,787 125,276

経常利益 （百万円） 3,478 5,478 4,607

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 3,204 6,287 3,322

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 2,453 7,484 2,398

純資産額 （百万円） 76,881 83,367 76,826

総資産額 （百万円） 223,682 230,975 233,071

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 135.96 266.77 140.95

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 34.4 36.1 33.0

 

回次
平成28年度
第３四半期連結
会計期間

平成29年度
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成28年
　10月１日
至平成28年
　12月31日

自平成29年
　10月１日
至平成29年
　12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 138.72 111.42

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．当社は、平成29年10月１日付で株式併合（普通株式10株を１株に併合）を実施しており、前連結会計年度の

期首に当該株式併合が行われたと仮定して、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

 

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動は、以下のとおりであります。

（外航海運事業）

日邦マリン㈱及びＮＳユナイテッドマリンサービス㈱は、平成29年４月１日を効力発生日として、日邦マリン㈱

を存続会社、ＮＳユナイテッドマリンサービス㈱を消滅会社とする吸収合併を行ない、合併後の社名をＮＳユナイ

テッドマリンサービス㈱としました。

JASPER LINE S.A.は第２四半期連結会計期間に解散したため、連結の範囲から除外しました。

当第３四半期連結会計期間より、重要性が増したTIGER HEART SHIPPING S.A.を連結の範囲に含めました。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　　　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判

断したものであります。

 

(１) 業績の状況

　当第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日までの９ヶ月間）の外航海運事業は、ドラ

イバルク市況につきましては、本格的な回復とは言いがたいものの、過去最低の市況水準からの回復過程にあった

前年度と比べ、各船型において大幅な改善がみられました。タンカー市況につきましては、高齢船の処分が進まな

いなか新造船の竣工が続いたため、総じて低調に推移しました。内航海運事業は、一部需要低迷や荒天遭遇等の影

響を受けましたが、ドライ貨物を中心に総じて安定した輸送量を確保しました。

　燃料油価格は、当第３四半期連結累計期間の平均消費価格はトン当たり約340ドル（内外地平均Ｃ重油）とな

り、前年同期比では約93ドル上昇しました。また、対米ドル円相場は期中平均で111円44銭と、期初の見込み105円

と比較して６円44銭の円安となり、前年同期比では５円11銭の円安となりました。

　このような事業環境下、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は1,037億87百万円（前年同期比

13.3%増）、営業利益は65億70百万円(前年同期は46億47百万円の営業利益)、経常利益は54億78百万円(前年同期は

34億78百万円の経常利益)、親会社株主に帰属する四半期純利益は62億87百万円(前年同期は32億４百万円の親会社

株主に帰属する四半期純利益)となりました。

 

当第３四半期連結累計期間の各セグメントにおける営業の概況は、次の通りです。

 

外航海運事業

　当セグメントにおいて、ドライバルクにつきましては、全船型において解撤ペースがスローダウンしたものの、

新造船の供給圧力が抑えられたため、相対的に竣工量の少なかった大型船型を中心に需給バランスは改善に向かい

ました。ケープサイズ型撒積船市況は、２年連続で年間10億トンを超える中国の旺盛な鉄鉱石需要を背景として需

給が引き締まり、豪州や中国における滞船やクリスマス休暇前の駆け込み需要等を受けて、12月前半には主要５航

路平均用船料率が４年ぶりに一時３万ドル超の水準まで上昇するなど、回復基調をたどりました。また、パナマッ

クス型以下の中小型撒積船市況は、冬場の暖房需要を背景とした中国による石炭輸入の増加や、前年の豊作による

影響で南米・北米積み穀物の輸送需要が年を通じて続いたことから、堅調に推移しました。一方タンカー市況につ

きましては、高齢船解撤の機運は高まりつつも新造船の供給圧力に歯止めがかからないなかで、ＯＰＥＣ減産によ

る輸送量の低迷や価格変動を利用した投機的な動きが減少したことなどにより、ＶＬＣＣ（大型原油タンカー）・

ＶＬＧＣ（大型ＬＰＧ運搬船）ともに市況は低調に推移しました。

　このような事業環境下、外航海運事業の売上高は867億76百万円（前年同期比15.2%増）、セグメント利益（営業

利益）は55億18百万円（前年同期は37億22百万円のセグメント利益）となりました。

 

内航海運事業

　当セグメントにおいて、ドライ貨物につきましては、鉄鋼関連貨物である石灰石輸送が荒天による影響を受けま

したが、一般貨物船のスポット契約が増加したことに加え、製造業・建設業において鋼材需要が高まったため、輸

送量は総じて堅調に推移しました。また、セメント関連貨物は、東京オリンピックを控え国内需要が徐々に高ま

り、輸送量は前年同期を上回る水準で推移しました。タンカーにつきましては、ＬＮＧ輸送は、電化・省エネ化の

進展により需要が低迷し、北海道航路では道内ガス田の安定した湧出量を背景に転送需要が減少したため、輸送量

が当初想定を下回りました。ＬＰＧ輸送は、工業用が内需低迷等の影響を受ける一方で、民生用が冬場の需要期を

迎えるなど、全体としては安定した輸送量を確保しました。

　このような事業環境下、内航海運事業の売上高は166億65百万円（前年同期比4.1%増）、セグメント利益（営業

利益）は10億73百万円（前年同期は９億24百万円のセグメント利益）となりました。

 

その他
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　当社グループでは、外航海運事業・内航海運事業の他に、ＬＰＧ・石油製品の陸運業等を営んでおります。売上

高は５億61百万円（前年同期比6.9%増）、セグメント損失（営業損失）は32百万円（前年同期は９百万円のセグメ

ント損失）となりました。

 

(２) 財政状態

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は2,309億75百万円となり、前連結会計年度末比20億96百万円の減

少となりました。このうち流動資産は現金及び預金の減少に対して、売上高増加に伴う受取手形及び営業未収金の

増加や短期運用の有価証券の増加等により６億17百万円増加しました。固定資産は主として減価償却による船舶の

減少と建設仮勘定の増加との差引により27億13百万円減少しました。

　負債合計は前連結会計年度末に比べ、86億37百万円減少の1,476億８百万円となりました。このうち流動負債は

短期借入金の増加と未払金の減少による差引等により45億19百万円増加しました。固定負債は主として長期借入金

の減少により131億56百万円減少しました。

　純資産合計は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上と配当金支払の差引による利益剰余金の増加、繰延

ヘッジ損益の増加によるその他の包括利益累計額の増加等により、前連結会計年度末に比べ65億41百万円増加し

833億67百万円となりました。

 

(３) 経営方針・経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(４) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(５) 研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

　　　　　　　　　　　普通株式 60,000,000

計 60,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在

発行数(株)
（平成29年12月31日）

提出日現在発行数(株)
（平成30年2月9日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 23,970,679 23,970,679
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 23,970,679 23,970,679 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増減
額（百万円）

資本準備金残高
（百万円）

平成29年10月１日

～平成29年12月31日
△215,736,114 23,970,679 － 10,300 － 2,524

   (注) 平成29年６月28日開催の第91回定時株主総会において、株式併合に係る議案が承認可決されたため、株式併合

の効力発生日（平成29年10月１日）をもって、当社の発行済株式総数は215,736,114株減少し、23,970,679株

となっております。

 

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成29年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成29年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式  4,026,000 － －

完全議決権株式（その他）  普通株式 235,317,000 235,317 －

単元未満株式  普通株式    363,793 －
　１単元（1,000株）

　未満の株式

発行済株式総数 　　　　　 239,706,793 － －

総株主の議決権 － 235,317 －

   (注)１ 「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が合計6,000株含まれております。

 また、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数６個が含まれております。

 「単元未満株式」の欄には、自己株式が471株含まれております。

２ 平成29年６月28日開催の第91回定時株主総会において、株式併合に係る議案（10株を１株に併合し、発行可

能株式総数を600,000,000株から60,000,000株に変更）が承認可決されたため、株式併合の効力発生日（平

成29年10月１日)をもって、当社の発行済株式総数は215,736,114株減少し、23,970,679株となっておりま

す。また、当社は平成29年３月30日開催の取締役会決議により、同年10月１日付にて単元株式数を1,000株

から100株に変更しております。

当該株式併合及び単元株式数の変更は上記株式数には反映されておりません。

 

②【自己株式等】

平成29年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ＮＳユナイテッド海運

株式会社

東京都千代田区大手町

１-５-１
4,026,000 － 4,026,000 1.68

計 － 4,026,000 － 4,026,000 1.68

　（注）株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が2,000株（議決権の数２個）ありま

す。なお、当該株式数は上記①「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の中に含めております。

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）及び「海運企業財務諸表準則」（昭和29年運輸省告示第431号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日から平

成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

売上高   

海運業収益及びその他の営業収益 91,614 103,787

売上原価   

海運業費用及びその他の営業費用 82,669 92,943

売上総利益 8,945 10,844

一般管理費 4,298 4,273

営業利益 4,647 6,570

営業外収益   

受取利息 55 52

受取配当金 69 99

持分法による投資利益 － 8

為替差益 － 122

その他営業外収益 86 55

営業外収益合計 210 335

営業外費用   

支払利息 1,190 1,399

持分法による投資損失 20 －

為替差損 134 －

その他営業外費用 35 29

営業外費用合計 1,379 1,428

経常利益 3,478 5,478

特別利益   

固定資産売却益 37 1,539

投資有価証券売却益 － 14

用船解約金 － 31

特別利益合計 37 1,584

特別損失   

減損損失 － 286

投資有価証券評価損 8 －

厚生年金基金解散損失 43 －

特別損失合計 50 286

税金等調整前四半期純利益 3,465 6,776

法人税等 264 492

四半期純利益 3,201 6,284

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △4 △3

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,204 6,287
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

四半期純利益 3,201 6,284

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 560 338

繰延ヘッジ損益 513 1,151

為替換算調整勘定 △1,616 △244

退職給付に係る調整額 △12 △38

持分法適用会社に対する持分相当額 △194 △7

その他の包括利益合計 △748 1,201

四半期包括利益 2,453 7,484

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,456 7,487

非支配株主に係る四半期包括利益 △4 △3
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（２）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 26,655 18,579

受取手形及び営業未収金 13,011 15,543

有価証券 － 5,000

たな卸資産 5,061 5,963

前払費用 2,937 3,372

繰延税金資産 1,914 1,417

デリバティブ債権 3,564 3,963

その他流動資産 1,254 1,175

貸倒引当金 △23 △19

流動資産合計 54,373 54,990

固定資産   

有形固定資産   

船舶（純額） 155,180 148,689

建物（純額） 547 523

土地 771 771

建設仮勘定 10,344 13,269

その他有形固定資産（純額） 194 196

有形固定資産合計 167,036 163,448

無形固定資産 2,987 2,987

投資その他の資産   

投資有価証券 5,196 5,484

長期貸付金 50 35

繰延税金資産 1,648 2,183

退職給付に係る資産 1,176 1,252

その他長期資産 606 597

貸倒引当金 △1 △1

投資その他の資産合計 8,675 9,550

固定資産合計 178,698 175,985

資産合計 233,071 230,975
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 5,884 6,089

短期借入金 17,229 23,145

未払金 1,377 104

未払費用 286 369

未払法人税等 436 210

繰延税金負債 1,226 1,858

前受金 1,509 1,974

賞与引当金 396 96

役員賞与引当金 41 17

デリバティブ債務 5,536 4,334

その他流動負債 2,009 2,251

流動負債合計 35,928 40,447

固定負債   

長期借入金 116,398 103,148

繰延税金負債 281 226

特別修繕引当金 3,299 3,502

退職給付に係る負債 267 230

その他固定負債 72 54

固定負債合計 120,317 107,161

負債合計 156,245 147,608

純資産の部   

株主資本   

資本金 10,300 10,300

資本剰余金 17,181 17,181

利益剰余金 50,538 55,883

自己株式 △991 △993

株主資本合計 77,028 82,371

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 591 928

繰延ヘッジ損益 △1,293 △142

為替換算調整勘定 188 △63

退職給付に係る調整累計額 295 257

その他の包括利益累計額合計 △219 981

非支配株主持分 17 15

純資産合計 76,826 83,367

負債純資産合計 233,071 230,975
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

該当事項はありません。

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の重要な変更）

JASPER LINE S.A.は第２四半期連結会計期間に解散したため、連結の範囲から除外しました。

TIGER HEART SHIPPING S.A.は当第３四半期連結会計期間に重要性が増したため、連結の範囲に含めておりま

す。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであ

ります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日）

減価償却費 11,184百万円 11,772百万円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

　　１．配当金支払額

 

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日

定時株主総会
普通株式 943 4  平成28年３月31日  平成28年６月29日 利益剰余金

 

　２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

　　　期間末後となるもの

　　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

　　１．配当金支払額

 

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月28日

定時株主総会
普通株式 943 4  平成29年３月31日  平成29年６月29日 利益剰余金

 

　２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

　　　期間末後となるもの

　　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注１）
合計

調整額

（注２）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注３）
 外航海運事業 内航海運事業 計

売上高        

外部顧客への

売上高
75,304 16,004 91,308 305 91,614 － 91,614

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ 4 4 219 223 △223 －

計 75,304 16,008 91,312 525 91,837 △223 91,614

セグメント利益

又は損失（△）
3,722 924 4,646 △9 4,637 11 4,647

　　（注）１.「その他」の区分には、陸運業及び情報サービス業等を含んでおります。

　　　   ２.セグメント利益又は損失（△）の調整額11百万円は、セグメント間取引消去額であります。

　　　   ３.セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注１）
合計

調整額

（注２）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注３）
 外航海運事業 内航海運事業 計

売上高        

外部顧客への

売上高
86,776 16,659 103,435 352 103,787 － 103,787

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ 6 6 209 215 △215 －

計 86,776 16,665 103,441 561 104,002 △215 103,787

セグメント利益

又は損失（△）
5,518 1,073 6,591 △32 6,560 11 6,570

　　（注）１.「その他」の区分には、陸運業及び情報サービス業等を含んでおります。

　　　   ２.セグメント利益又は損失（△）の調整額11百万円は、セグメント間取引消去額であります。

　　　   ３.セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント
その他 合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額 外航海運事業 内航海運事業 計

減損損失 286 － 286 － 286 － 286
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

　　１株当たり四半期純利益金額 135.96円 266.77円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
3,204 6,287

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（百万円）
3,204 6,287

普通株式の期中平均株式数（千株） 23,568 23,568

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、平成29年10月１日付で株式併合（普通株式10株を１株に併合）を実施しており、前連結会計年度の期

首に当該株式併合が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年２月９日

ＮＳユナイテッド海運株式会社

取 締 役 会　 御 中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 湯浅　　敦　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 鶴田 純一郎  印

 

     

 
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＮＳユナイテッ

ド海運株式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29年10月

１日から平成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結貸借対照表及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＮＳユナイテッド海運株式会社及び連結子会社の平成29年12月31日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　1.上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保

管しております。

　　　　　2.XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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